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2.10.2. 教員業績概要 
職名： 教授 氏名： 渡邊慶和 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
情報システム基礎論，戦略情報システム学，情報システム演習 B， 
情報システムゼミ A/B，卒業研究・制作 A/B 
(b) 研究科担当授業科目 
組織システム分析特論 II，ソフトウェア情報学ゼミナール I/II 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
情報システム基礎論，戦略情報システム学におけるアクティブラーニングの実践と教材開発、 
情報システム演習 Bにおける新聞記事を補助教材としたプレゼン技術の向上 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
該当なし 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
該当なし 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
該当なし 
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) 大塚学，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和，“エリアマネジメントの観点を用いた復興まちづくり可視化システム
に関する研究，”2014 年電子情報通信学会総合大会 ISS 特別企画「学生ポスターセッション」，ISS-P-102，2014
年 3 月． 
2) 千葉慎也，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和，“ゼミにおける質疑トランスクリプトを用いた質疑促進システムに
関する研究，” 2014 年電子情報通信学会総合大会 ISS 特別企画「学生ポスターセッション」，ISS-P-103，2014
年 3 月． 
3) 藤原雄太，工藤恭介，後藤裕介，南野謙一，渡邊慶和，“段階的ヒント提示による発言意欲向上支援システムの
開発，” 第 76 回情報処理学会全国大会，5ZE-1，pp.4-743-774，2014 年 3 月． 
4) 大谷拓也，後藤裕介，南野謙一，渡邊慶和，“主観的な実力の見積もりを訂正する学習成果可視化システムの提
案，”第 76 回情報処理学会全国大会，4ZF-6，pp.4-841-842，2014 年 3 月． 
5) 齊藤佳奈，後藤裕介，鈴木祥悦，黒沢惟人，南野謙一，渡邊慶和，“学習目標の多様性と曖昧性を考慮した主体
的な学びの支援システムの開発，”計測自動制御学会 システム・情報部門 第 5 回社会システム部会研究会，
pp.153-158，2014 年 3 月． 
(e) 研究費の獲得 
該当なし 
 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
1) コメンテーター:青山ゆう子・木下雄大・北守一隆「層ソシオン理論を用いた消費者行動のシミュレーション・
モデルの構築」日本情報経営学会 全国研究発表大会, 群馬大学, 2013 年,5 月. 
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2) 調査報告：渡邊慶和, “デザイン科学と質的・量的・混合研究方法論の関連について”, 経営情報学会 
情報システム方法論研究会,  2014 年 3 月 
 
 [大学運営］ 
(a) 全学委員会 
学部長等会議、教育研究会議、入学者選抜試験検討会議、就業力育成委員会、人事委員会、教員業績評価委員会 
(b) 学部/研究科の委員会 
学部運営会議、教授会、研究科委員会、学部戦略会議 
(c) 学生支援 
学部長として各委員会を通じて行った（学生生活に係る事項，進路指導に係る事項，学生活動の支援など） 
(d) その他 
教員・職員の職場環境整備に関する事項 
  
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
1) 盛岡市個人情報保護審議会委員 
2) 盛岡市情報化基本計画策定懇話会委員  
(b) 企業・団体などにおける活動 
該当なし 
(c) 一般教育 
該当なし 
(d) 産学連携 
岩手ネットワークシステム「地域と情報システム研究会」 
(e) 学会などにおける活動 
1) 情報システム学会評議員 
2) 経営情報学会 情報システム研究方法論部会研究部会員 
3) 情報処理学会 情報システム教育委員会委員 & ISECOM 審査委員(公開審査 2014 年 3 月) 
(f) その他 
該当なし 
 
[主な業績] 
該当なし 
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職名： 講師 氏名： 南野謙一 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
離散数学，戦略情報システム学，学の世界入門，プロジェクト演習 I/II，情報システム演習 A/B/C， 
情報システムゼミ A/B，卒業研究・制作 A/B 
(b) 研究科担当授業科目 
組織システム分析特論 II，ソフトウェア情報学ゼミナール I/II 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
研究室ゼミ（情報システム演習 B/C，情報システムゼミ A/B）への研究活動支援システムの導入 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
該当なし 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
該当なし 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
該当なし 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 大塚学，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和，“エリアマネジメントの観点を用いた復興まちづくり可視化システム
に関する研究，”2014 年電子情報通信学会総合大会 ISS 特別企画「学生ポスターセッション」，ISS-P-102，2014
年 3 月． 
2) 千葉慎也，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和，“ゼミにおける質疑トランスクリプトを用いた質疑促進システムに
関する研究，” 2014 年電子情報通信学会総合大会 ISS 特別企画「学生ポスターセッション」，ISS-P-103，2014
年 3 月． 
3) 藤原雄太，工藤恭介，後藤裕介，南野謙一，渡邊慶和，“段階的ヒント提示による発言意欲向上支援システムの
開発，” 第 76 回情報処理学会全国大会，5ZE-1，pp.4-743-774，2014 年 3 月． 
4) 大谷拓也，後藤裕介，南野謙一，渡邊慶和，“主観的な実力の見積もりを訂正する学習成果可視化システムの提
案，”第 76 回情報処理学会全国大会，4ZF-6，pp.4-841-842，2014 年 3 月． 
5) 齊藤佳奈，後藤裕介，鈴木祥悦，黒沢惟人，南野謙一，渡邊慶和，“学習目標の多様性と曖昧性を考慮した主体
的な学びの支援システムの開発，”計測自動制御学会 システム・情報部門 第 5 回社会システム部会研究会，
pp.153-158，2014 年 3 月． 
6) 南野謙一，農業支援システムの 2013 年度運用実験(途中経過)，第 8 回ヤマセ研究会，宮城県古川市，2013 年 8
月 20，21 日 
7) 南野謙一，東北地方の生産者向け農業支援システムの開発と運用実験，RECCA 農業課題打合せ会，東京都文京区，
2013 年 10 月 28 日 
(e) 研究費の獲得 
1) 文部科学省 平成 22 年度 気候変動適応戦略イニシアチブ 気候変動適応研究推進プログラム 研究題目「東北地
域のヤマセと冬季モンスーンの先進的ダウンスケール研究」（研究代表者：東北大学大学院理学研究科教授・岩
崎俊樹），2013 年度：1,320,000 円（再委託：南野） 
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(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
1) 気候変動適応研究推進プログラム 東北地域のヤマセと冬季モンスーンの先進的ダウンスケール研究 平成 24
年度研究成果報告書，2013 年 5 月． 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
図書担当者連絡調整会議，入学案内編集会議，大学院パンフレット編集会議（いずれも学部担当） 
(b) 学部/研究科の委員会 
業績管理委員会，広報委員会 
(c) 学生支援 
該当なし 
(d) その他 
該当なし 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
該当なし 
(b) 企業・団体などにおける活動 
1) 共同研究（東北農業研究センター生産環境研究領域），全国版早期警戒・栽培支援システムの構築に関する研究，
2011 年～2016 年． 
(c) 一般教育 
1) 講師（話題提供），農作物警戒情報の運用と評価，平成 25 年度東北地域稲栽培研究会「『Google Map による
気象予測データを利用した農作物警戒情報』等の高品質米安定生産への活用方法」，2014 年 1 月． 
(d) 産学連携 
1) 岩手ネットワークシステム「地域と情報システム研究会」幹事 
(e) 学会などにおける活動 
該当なし 
(f) その他 
該当なし 
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[主な業績］ 
 気候変動適応研究推進プログラム 東北地域のヤマセと冬季モンスーンの先進的ダウンスケール研究 「高度
農業気象情報による農業支援システムの高度化」についての成果 
平成 24 年度に行ったユーザのニーズ及び提供可能な予測情報に関する調査結果をもとに，ダウンスケール予測農
業情報をより有効に発信できるように高度化した．具体的には，平成 24 年度のアンケート調査結果より要望の多か
った高温障害の警戒情報として，胴割れ注意報と収穫適期情報を新たに追加した． 
胴割れ注意報は，生育モデルにより計算される予測出穂日を用いて，予測出穂日－5日から予測出穂日＋5日まで
の期間（11 日間）の各日を開始日とする 10 日間の最高気温の平均を計算して，3つの基準で注意喚起レベルを決定
し，情報提供した． 
収穫適期情報は，予測出穂日－5日，予測出穂日，予測出穂日＋5日の 3つを開始日として，当日含む日平均気温
の積算値を計算し，品種ごとの基準温度に達した場合に情報提供した．胴割れ注意報が出た圃場には，早めの刈り
取りに努めるように注意を促した． 
また，2週目予測の高温についても，8月後半からの残暑への対応のため，時期限定の基準を設け，文言について
も多少変更し，1週目予測と合わせた警戒情報の発信ができるようにした． 
そして，平成 25 年度に水稲気象被害予測システムを利用したユーザのニーズ及び提供可能な予測情報に関する調査
を実施した．本調査は，水稲気象被害予測システムの運用実験後にメールアンケート形式で行った．昨年度のシス
テムからの変更点についても調査した．調査結果から胴割れ注意報と収穫適期情報について，肯定的な回答が多く
得られたことから，ダウンスケール予測農業情報を高度化により有効に発信できたことが分かった． 
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職名： 講師 氏名： 後藤裕介 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
情報メディア入門，基礎教養入門，起業論，ソフトウェア演習 C，情報システム演習 A/B/C，情報システムゼミ A/B，
卒業研究・制作 A/B 
(b) 研究科担当授業科目 
組織システム分析特論 I，ソフトウェア情報学ゼミナール I/II 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
組織システム分析特論 Iにおけるゲーミング教材の開発．基礎教養入門における実務家との連携授業． 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
該当なし 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
1) Y. Goto and S. Takahashi, “Agent-based Modeling and Simulation Validation by Scenario Analysis,” 
Springer Series on Agent-Based Social Systems, Vol.10, pp.3–16, 2013 (May) 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
該当なし 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 大塚学，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和，“エリアマネジメントの観点を用いた復興まちづくり可視化システム
に関する研究，”2014 年電子情報通信学会総合大会 ISS 特別企画「学生ポスターセッション」，ISS-P-102，2014
年 3 月． 
2) 千葉慎也，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和，“ゼミにおける質疑トランスクリプトを用いた質疑促進システムに
関する研究，” 2014 年電子情報通信学会総合大会 ISS 特別企画「学生ポスターセッション」，ISS-P-103，2014
年 3 月． 
3) 藤原雄太，工藤恭介，後藤裕介，南野謙一，渡邊慶和，“段階的ヒント提示による発言意欲向上支援システムの
開発，” 第 76 回情報処理学会全国大会，5ZE-1，pp.4-743-774，2014 年 3 月． 
4) 大谷拓也，後藤裕介，南野謙一，渡邊慶和，“主観的な実力の見積もりを訂正する学習成果可視化システムの提
案，”第 76 回情報処理学会全国大会，4ZF-6，pp.4-841-842，2014 年 3 月． 
5) 齊藤佳奈，後藤裕介，鈴木祥悦，黒沢惟人，南野謙一，渡邊慶和，“学習目標の多様性と曖昧性を考慮した主体
的な学びの支援システムの開発，”計測自動制御学会 システム・情報部門 第 5 回社会システム部会研究会，
pp.153-158，2014 年 3 月． 
6) 後藤裕介，杉本陽拓，高橋真吾，“ゲーミングを活用したエージェントベースモデル理解の方法論の提案，”計
測自動制御学会 システム・情報部門学術講演会 2013，GS7-3，p.444，2013 年 11 月． 
(e) 研究費の獲得 
1) 岩手県立大学若手ステップアップ研究費 研究代表者 
研究題目：極めて高い不確実性下での組織マネジメントシステム効果分析のためのシミュレーション結果分析技
法の開発 
2013 年度交付額：250,000 円 
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(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
1) 解説：市川学，後藤裕介，“社会システムの研究動向 5—研究のためのツール—シミュレーション言語の特徴と比
較，”計測と制御，Vol.52，No.7，pp.595–600，2013 年 7 月． 
2) 受賞：経済産業省 社会人基礎力を育成する授業 30 選（2014 年 2 月）：岩手県立大学ソフトウェア情報学部「プ
ロジェクト演習」（TF として授業設計，外部連携を担当 
3) 寄稿：後藤裕介，“キャリアの選択肢の一つである「起業」を考える，”もりおか社会起業通信，Vol.8，p.4，
2014 年 3 月． 
4) 紹介記事：岩手県立大学広報誌 IPU-MAG Vol.59 2014 年春号 特集 1「ICT を復興にどう活かす？仮設住宅支援
員のための PC 研修システム開発」紹介記事（2〜3ページ） 
5) 報道：岩手日報 2014 年 1 月 23 日 17 面「八幡平市・松野小 情報通信技術、授業に活用 県立大生が開発、支援」
研究紹介 
6) 報 道 ： 八 幡 平 FAN2014 年 1 月 22 日 「 ヒ ン ト は タ ブ レ ッ ト で ！ 松 野 小 学 校 」 
http://hachimantaifan.jp/webtv/news/23142/ 研究紹介・インタビュー 
7) 報道：岩手日報 2013 年 7 月 6日 22 面「タブレット端末上手に使えた！—八幡平市・松野小」インタビュー 
8) 報道：岩手 IBC 放送（テレビ）2013 年 6 月 27 日 18:15〜18:55 ニュースエコー「特集：インターネット選挙」
ソーシャルメディアの専門家としてコメント 
9) 報道：岩手 IBC 放送（ラジオ）2013 年 6 月 27 日 18:00〜18:20 イブニングジャーナル「特集：インターネット
選挙」ソーシャルメディアの専門家としてコメント 
10) 報道：盛岡タイムス 2013 年 5 月 24 日 8 面「現場の問題解決スキル−県立大ソフトウェア情報学部企業と連携授
業で学ぶ」基礎教養入門報道 
11) 報道：岩手日報 2013 年 5 月 23 日 28 面「就業教育に企業の力−県立大富士通と連携授業」基礎教養入門報道 
12) 報道：盛岡タイムス 2013 年 4 月 26 日 9 面「マンガを進路選択の材料に—県立大ソフトウェア学部月子さん（盛
岡市出身）書き下ろしを採用」マンガ広報報道 
13) 報道：岩手日報 2013 年 4 月 27 日 20 面「ソフト学部の PR 漫画贈る—県立大，滝沢 2中に」マンガ広報報道 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
該当なし 
(b) 学部/研究科の委員会 
入試広報委員会，広報委員会，キャリアデザイン TF，プロジェクト演習 TF，広報戦略 TF 
(c) 学生支援 
該当なし 
(d) その他 
該当なし 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
花巻市産業支援アドバイザー 
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(b) 企業・団体などにおける活動 
1) 八幡平市立松野小学校との共同研究 
2) 大船渡市仮設住宅団地支援員事業との共同研究 
(c) 一般教育 
1) 盛岡大学「情報処理基礎」非常勤講師 
2) 盛岡大学「情報処理応用」非常勤講師 
(d) 産学連携 
該当なし 
(e) 学会などにおける活動 
1) 日本経営工学会 IT 活用による次世代学習スタイル研究会 副査 
2) 計測自動制御学会 システム・情報部門 社会システム部会 幹事 
3) 経営情報学会理事（総務） 
4) 早稲田大学プロジェクト研究所（社会シミュレーション研究所） 招聘研究員 
5) 経営情報学会 ICT と教育研究部会 研究部会員 
6) 計測自動制御学会 システム・情報部門 第 5回社会システム部会研究会 実行委員 
7) 計測自動制御学会 システム・情報部門 第 4回社会システム部会研究会，実行委員 
8) The 8th International Workshop on Agent-based Approach in Economic and Social Complex Systems, Organizing 
Committee Member 
9) The 8th International Workshop on Agent-based Approach in Economic and Social Complex Systems, 2013, 
Program Committee Member 
10) The 8th International Workshop on Agent-based Approach in Economic and Social Complex Systems, 2013, 
Session Chair (Session C) 
11) 論文査読：システム制御情報学会（1本） 
12) 論文査読：日本品質管理学会誌（1本） 
13) 論文査読：SICE Annual Conference 2013（3 本） 
14) 論文査読：The 8th International Workshop on Agent-based Approach in Economic and Social Complex Systems
（6 本） 
(f) その他 
該当なし 
 
  
Journal of Faculty of Software and Information Science 2013 
134 
[主な業績］ 
1．ゲーミングを活用したエージェントベースモデルの理解促進の方法論に関する研究 
 複雑・大規模なエージェントベースモデルを非専門家である問題関与者が理解できるように，体験志向のツール
であるゲーミングを活用した方法論を開発した．ゲームの作成経験が十分ではない利用者を想定して，エージェン
トベースモデルから十分な同型性を保ったままカードゲームを作成するための中間記述言語を整備して，その有効
性を確認した． 
 
2．学習目標の多様性と曖昧性を考慮した主体的な学びの支援システムに関する研究 
 岩手県大船渡市仮設住宅団地支援員事業を対象として，受講者の学習目標が多様でかつ曖昧な状況において，主
体的・継続的に学習を行うための e-learning システムの要求定義と開発を行った．約 100 のスキルチェックテスト
の結果から，ICT スキルの修得状況を先修関係をふまえながら可視化することで，学習者の学びの方向性に気づきを
与える．今後のシステム改善のための形成的評価を行った． 本年度はゲーミングで利用するシナリオ導入効果の
ためのシミュレータを開発し，この有効性を予備実験から検討した．また，エージェントベースモデルからゲーミ
ングを構成するための中間記述言語を開発し，同様に有効性を予備実験から検討した． 
 
  
